
発　

行　

者

藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
報
委
員
会

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

電
話　

七
五
―
三
二
三
二

白

寿

（１） 藤崎町老人クラブ連合会機関誌 白　　寿 令和 3 年 5 月 1 日㈯発行第 188 号

  

４
月
17
日
㈯
、
午
前
10
時
か
ら
町
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
で
理
事
会
を
開
催
、
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
な
ど
61
人
が

出
席
し
た
。

　

今
回
の
理
事
会
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
定
時

総
会
開
催
を
見
合
わ
せ
、
書
面
で
意
見
を
集
約
し
、
総
会
の

決
議
と
す
る
た
め
開
催
し
た
。

○
　
開
会　

高
木
洋
一
事
務
局
長
が
開
会
宣
言（
司
会
担
当
）

１
　
会
長
挨
拶

　

お
忙
し
い
中
、
ご
出
席
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
く
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
ま
た
変

異
株
の
感
染
も
加
わ
り
心
配
し
て
い
ま
す
。
こ
の
後
の
会
議

で
は
、
議
案
を
十
分
審
議
し
、
ご
意
見
を
頂
き
た
い
。

　

会
議
終
了
後
、
町
福
祉
課
長
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
行
演

習
に
町
老
連
の
理
事
・ 

役
員
の
皆
さ
ん
へ
、
ご
協
力
の
お
願

い
と
説
明
が
あ
り
ま
す
。
一
日
も
早
く
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

受
け
て
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、活
動
が
で
き
る
よ
う
に
「
友
愛
・

健
康
・
奉
仕
」
こ
の
精
神
の
も
と
、「
楽
し
い
老
人
ク
ラ
ブ
」

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

２
　
議
長
選
出   

会
則
に
よ
り
会
長
が
議
長
で
議
事
を
進
行

３
　
監
査
報
告
　
吉
田
兼
男
監
事
よ
り
報
告

４
　
議
案
の
審
議

　

議
案
第
１
号 

令
和
２
年
度
事
業
報
告
・
議
案
第
２
号
令

和
２
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て
、
及
び
議
案
第
３
号
事
業
計

画
（
案
）・
議
案
第
４
号
令
和
３
年
度
収
支
予
算
（
案
）
に

つ
い
て
、
関
連
が
あ
る
の
で
一
括
で
審
議
を
お
願
い
し
、
全

議
案
満
場
一
致
で
可
決
し
た
。（
表
を
参
照
）

　

続
い
て
、
各
単
位
老
人
ク

ラ
ブ
か
ら
の
補
助
金
手
続
き
・

会
員
増
強
の
お
願
い
・ 

ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
の
活
用
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。                                                                                

○
閉
会  

10
時
40
分
に
閉
会
し

　

た
。

　

◉
会
議
終
了
後
、

　

久
保
田
整 

福
祉
課
長
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・
ワ

ク
チ
ン
配
付
の
状
況
と
ワ
ク

チ
ン
接
種
予
行
演
習
実
施
に

つ
い
て
、
説
明
と
参
加
の
お

願
い
が
あ
っ
た
。

◉
部
員
数　

五
三
名  （
令
和
２
年
度
）

◉
部
　
長　

佐
藤　

昭て
る

夫お　
（
２
年
４
月
よ
り
）

◉
連
絡
先 　

 

常
盤　

佐
藤
昭
夫　

六
五
ー
三
七
三
二

   　
　
　
　

  

藤
崎　

北
山
勝
芳　

七
五
ー
四
三
六
二

◉
練
習
日　

夏
期　

西
豊
田
公
園　

㈫
・
㈭
・
㈯　

午
前
中

　
　
　
　
　
　
　
　

福
島
公
園　

原
則
毎
日　

午
前
中

 　

         　

  

冬
期
（
12
月
～
３
月
）
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
藤
崎

◇
月
例
大
会　

毎
月
下
旬　

○
会
員
親
睦
大
会　

西
豊
田
公
園
・
福
島
公
園
交
互
に
開
催

◇
年
会
費　

三
，
〇
〇
〇
円

◇
新
規
会
員
募
集　

ま
ず
は
練
習
会
場
を
覗
き
に
お
出
で
下

　

さ
い
。
仲
間
が
待
っ
て
い
ま
す
。
用
具
は
部
で
準
備

◇
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
に
つ
い
て

　

グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、
競
い
合
う
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
く
、

　

マ
ナ
ー
を
重
視
し
仲
間
の
プ
レ
ー
を
讃
え
、
楽
し
む
こ
と

　

で
、
健
康
の
維
持
と
相
互
の
交
流
を
図
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

　

と
し
て
普
及
し
て
い
ま
す
。

　

打
っ
た
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
、
半
日
で 

約
二
，
〇
〇

　

〇
歩
程
度
の
軽
い
運
動
で
、
個
人
競
技
な
の
で
、
初
心
者

　

で
も
仲
間
に
迷
惑
を
か
け
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

三
密
対
応

　

密
閉
…
屋
外
、　

密
集
…
広
い
公
園
で
、
四
～
五
人
チ
ー

　

ム
で
分
散　

密
接
…
適
度
な
距
離
確
保
と
マ
ス
ク
着
用

◇
年
間
活
動
状
況

　

五　

月　

藤
崎
交
流
大
会
（
町
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
協
賛
）

　

六　

月　

町
老
連
大
会
主
管

　

八　

月　

板
柳
協
会
と
交
流
大
会
・
懇
親
会

　

九　

月　

男
女
ペ
ア
マ
ッ
チ
大
会
主
催

　

十　

月　

町
民
大
会
主
催

　

十
一
月　

芝
生　

玉
納
め
会
（
競
技
と
懇
親
会
）　

　

六
月
～
十
月
迄 

小
学
校
ク
ラ
ブ
指
導
。

　
　
　
　
　

子
供
教
室
講
師

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
部 

紹
介

新
入
学
の
時
期
に
当
た
り
、
新
入
学
児
童
を
交
通
事
故

か
ら
守
り
、
正
し
い
「
交
通
ル
ー
ル 

」
と
「
交
通
マ
ナ
ー
」

を
習
慣
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
交
通
安
全
実
地
指
導
」

を
今
年
も
４
月
８
日
、
９
日
、
12
日
の
三
日
間
、
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
を
中
心
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

藤
崎
地
区
は
「
藤
崎
小
学
校
」
を
対
象
に
、
伝
馬
喜
楽
会

（
佐
々
木
ト
ミ
ヱ
会
長
）
の
皆
さ
ん
が
、藤
崎
駅
前
交
差
点
で
、

常
盤
地
区
は
常
盤
小
学
校
を
対

象
に
若
柳
健
柳
会
（
榊
佳
子
会

長
）
と
舘
山
新
一
老
連
会
長
が

旧
常
盤
支
所
跡
地
前
の
T
字
路

で
実
施
し
ま
し
た
。

９
日
は
珍
し
く
春
の
雪
と
な

り
ま
し
た
が
、
元
気
に
挨
拶
を

交
わ
し
な
が
ら
、
新
入
学
児
童

一
人
ひ
と
り
が
車
に
気
を
付
け

て
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
、
交

通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
等
の
指
導

を
実
施
し
ま
し
た
。

５　月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 土
2 日
3 月 憲法記念日
4 火 みどりの日
5 水 こどもの日

6 木
役員会 10:00
囲碁・将棋部 12:30

７ 金
8 土
9 日

10 月
生け花部 10:30
芸能部 12:00

11 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

12 水 茶道部 13:00

13 木
女性部 10:00
囲碁・将棋部 12:30

14 金
15 土
16 日

17 月
芸能部 12:00
広報委員会 13:30

18 火 囲碁・将棋部 12:30
19 水
20 木 囲碁・将棋部 12:30
21 金
22 土
23 日

24 月
生け花部 10:30
芸能部 12:00

25 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

26 水 茶道部 13:00
27 木 囲碁・将棋部 12:30
28 金
29 土 【白寿】配布日 9時以降

30 日
31 月 芸能部 12:00

薄
霞

 

新
入
学
児
童
に
対
す
る
交
通
安
全
指
導
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
　

令和２年度　収　入　の　部 令和２年度　支　出　の　部
項　目 決算額 説　明 項　目 決算額 説　明

補 助 金 1,830,260
 町補助金  565,160 円
 高齢者生きがい教室補助金  265,100 円
 健老の集い等補助金   1,000,000 円

会議費 77,948 理事会 77,948 円

事務費 115,004 事務手当　   60,000 円
諸事務用品 55,004 円

 寄付金 0  交際費 0  各部会等祝儀

事　業
収　入 20,000

 トランプ大会　夏 0 円、冬 0 円
 役員研修会 0 円 , 総会会費 0 円
 新年研修会 0 円 ．会員増強費 20,000 円

事業費 340,800

グラウンドゴルフ 20,000 円     ウォーキング         0 円
トランプ大会           0 円、          ペタンク大会         0 円 
 県芸能発表会          0 円、　交通安全教室　           ０円 
 中南芸能発表会      0 円、     町芸能発表会              0 円
 健老の集い 320,800 円、　  会員増強                     0 円
 昔の遊び ( ２小学校）0 円、体力測定　                 0 円
 新年研修会             0 円、 

 分担金 246,000 41 単位クラブ× 6,000 円

雑 収 入 2,006 祝儀 0 円 ,　還付金　2.000 円
預金利子　6 円

研修費 0  役員・専門部会等研修会                   0 円

委員会
活動費 343,545 広報委員会   90,000 円、若手委員会 70,000 円 

女性部      100,000 円、  【白寿】印刷用品  繰 越 金 261,680  

 合  　計 2,359,946
専門部会 469,000 助成金　289,000 円

講師謝礼 180,000 円
　※　数字の単位は、円
　※　収入・支出とも決算額のみ記載

負担金 272,600
 県老連　     210,000 円
 中南郡老連　59,600 円
 社協賛助金      3,000 円

 予備費 19,458 額縁代  9,238 円、【白寿】郵送料 10,220 円

 合  　計 1,638,355
　　収入総額 2,359,946 円－支出総額 1,638,355 円　=　721,591 円 ( 令和 3 年度へ繰越 )

令和 2 年度　藤崎町老人クラブ連合会　収支決算報告  

総
会
に
代
わ
る
理
事
会
開
催

　
　
　 

藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
令
和
3
年
度
　
主
な
行
事
計
画

5
月

春
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
時
延
期

6
月

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

日
時
未
定

交
通
・
生
活
安
全
教
室

日
時
未
定

7
月

ペ
タ
ン
ク
大
会

日
時
未
定

8
月

ト
ラ
ン
プ
大
会

日
時
未
定

９
月

第
２
回
理
事
会

日
時
未
定

長
寿
顕
彰
・
健
老
の
集
い

日
時
未
定

10
月

役
員
研
修
会

日
時
未
定

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

10
月
27
日
㈬

体
力
測
定

日
時
未
定

12
月

中
南
郡
芸
能
発
表
会

日
時
未
定

１
月

新
年
研
修
会

日
時
未
定

２
月

ト
ラ
ン
プ
大
会

日
時
未
定

昔
の
遊
び

３
小
学
校　

日
時
未
定

　
　
　

そ
の
他
の
行
事
予
定

毎
月

役
員
会
・
広
報
委
員
会
・【
白
寿
】
印
刷

９
月

県
老
連
芸
能
発
表
会

9
月
22
日
㈬

中
南
郡
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

日
時
未
定
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―
あ
の
日
何
を
し
て
い
た
―　
　
　
　
　

佐
藤　

透　

　

先
日
、
各
テ
レ
ビ
局
で
は
、
東
日
本
大
震
災
・
津
波
関
連

の
特
集
番
組
を
流
し
て
い
た
。
さ
て
、
と
こ
ろ
で
皆
様
は
あ

の
時
、（
10
年
前
の
３
月
11
日
、
午
後
２
時
半
前
後
）
何
を

な
さ
っ
て
い
ま
し
た
か
？
覚
え
て
い
ま
す
か
？

東
京
北
区
在
住
の
私
の
叔
父
は
、
丁
度
赤
羽
の
橋
の
真
ん

中
を
車
で
通
過
中
で
あ
っ
た
。
横
に
強
く
揺
ら
れ
、
死
ぬ
か

と
思
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
案
外
と
震
源
地
か
ら
離
れ
た
場
所

で
も
、
地
震
波
の
具
合
で
は
被
害
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

前
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
は
と
い

う
と
丁
度
治
療
の
た
め
の
麻
酔
を
打
ち
終
り
歯
の
神
経
を
抜

い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
こ
れ
が
５
分
遅
か
っ
た
ら
こ
の
患
者

さ
ん
は
停
電
が
解
消
し
治
療
が
可
能
に
な
る
ま
で
、
疼
痛
と

戦
う
は
め
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
後の
ち

々
、
こ
の
患
者
さ
ん
と

は
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
は
、
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
と
語

り
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
私
の
所
で
す
ら
こ
ん
な
状
況
だ
っ

た
の
だ
か
ら
、
多
く
の
医
療
施
設
を
は
じ
め
・
電
気
・
ガ
ス

水
道
等
を
使
っ
て
い
る
所
で
は
、
皆
さ
ん
ど
れ
だ
け
大
変

だ
っ
た
事
か
と
思
う
ば
か
り
で
あ
る
。

で
も
そ
ん
な
こ
ん
な
で
10
年
を
経
て
一
応
落
ち
着
き
を
取

り
戻
し
た
被
災
地
も
大
分
復
興
が
進
ん
で
き
て
い
る
よ
う
で

は
あ
る
が
、
何
十
年
間
に
一
度
の
大
地
震
と
津
波
は
歴
史
的

に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
少
な

く
と
も
悲
惨
な
状
態
に
は
な
ら
な
い
よ
う
な
場
所
に
街
づ
く

り
が
で
き
な
い
も
の
か
と
心
配
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

日
本
は
非
常
に
災
害
の
多
い
国
で
あ
る
。
地
震
・
火
山
の

噴
火
・
豪
雨
に
よ
る
水
害
な
ど
も
現
実
的
に
は
考
慮
し
な
い

と
い
け
な
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
富
士
山
や
岩
木
山
は
江

戸
時
代
に
噴
火
し
て
い
る
。
地
球
の
歴
史
か
ら
す
る
と
五
十

年
百
年
は
あ
っ
と
い
う
間
で
あ
る
。
次
に
再
び
や
っ
て
来
る

の
は
す
ぐ
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　

～
備
え
が
あ
れ
ば
憂
い
な
し
～

　
原
　
文
　

土
手
堰
齟
齬
関
板
羽
口

柵
迄
逐
一
目
論
見
帳

を
以
年
々
村
方
之
物
入

を
可
分
別
者
也
肥
者

下
　
馬
糞
踏
み
草
干

　
読
み
下
し
文

土
手
堰
か
わ
よ
け  

齟く
い
ち
が
い齬

関
板 

羽は
ぐ
ち口

柵し
が
ら
み  

迄ま
で 

逐ち
く
い
ち一

目も
く
ろ
み

論
見
帳

を
以
て
年
々
村む
ら
か
た方
之の

物も
の
い
り入

を
分ふ
ん
べ
つ別
し
可べ
き

者も
の
な
り也 

肥
こ
や
し

者は

下し
も
ご
え
　

馬ば
ふ
ん糞   

馬
う
ま
の

踏ふ
み
く
さ草 

干ほ
し
　
か鰯

藤
崎
に
川
柳
の
会
が
出
来
た
の
は
、
昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）
頃
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
結
社
の
大
先
輩
で
あ

る
町
内
、
舘
川
町
の
故
文
茶
（
藤
本
文
三
）
さ
ん
が
元
気
で

あ
っ
た
頃
直
接
聞
い
た
こ
と
で
あ
る
。
町
内
の
川
柳
好
き
が

集
ま
り
時
々
句
会
を
開
い
て
お
り
、
昭
和
六
年
に
正
式
に
結

社
を
設
立
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

下
町
に
あ
る
浄
土
宗
の
お
寺
、
摂
取
院
の
位
牌
堂
に
一
架

の
額
が
掲
げ
ら
れ
て
あ
る
。
額
面
を
見
る
と
昭
和
九
年
と
あ

り
、
南
石
さ
ん
と
い
う
人
の
一
周
忌
に
開
か
れ
た
川
柳
会
員

の
作
句
が
書
か
れ
て
あ
る
。
柳
人
の
名
前
を
拾
い
読
み
す

る
と
、
一
文
字
、
一
葉
、
笑
覚
坊
、
影
法
師
、
軟
水
、
文

茶
、
多
珍
坊
、
し
げ
る
の
名
前
が
読
み
取
れ
る
。
昭
和
九
年

（
一
九
三
四
）
と
言
え
ば
私
は
ま
だ
生
ま
れ
て
お
ら
ず
、
ど

こ
の
ど
な
た
か
知
ろ
う
は
ず
も
な
い
。
そ
し
て
そ
の
額
の
最

後
に
「
万
歳
し
て
く
れ
俺
は
さ
き
に
い
く
」
南
石
と
記
さ
れ

て
い
る
。
川
柳
の
仲
間
で
あ
る
南
石
さ
ん
の
辞
世
の
句
で
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

藤
崎
町
に
は
昔
か
ら
文
化
人
と
言
わ
れ
た
人
達
が
沢
山
居

た
よ
う
で
、
川
柳
結
社
が
出
来
た
の
も
県
内
で
一
・
二
番
だ

と
言
わ
れ
て
居
り
ま
す
。
そ
う
し
て
戦
争
混
乱
期
、
ど
こ
の

結
社
も
川
柳
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
く
な
り
ま
す
。
昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）
や
っ
と
終
戦
を
む
か
え
ま
す
。
数
年
後
や
っ

と
世
の
中
が
落
ち
着
き
公
民
館
活
動
が
初
ま
り
ま
す
。
そ
の

活
動
の
一
環
と
し
て
か
っ
て
の
川
柳
人
、
文
茶
、
一
葉
、
幸

人
、
幸
花
さ
ん
等
句
会
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昭
和
三
十
年
頃
か
ら
、
若
か
っ
た
同
期
の
仲
間
が
意
気
投

合
「
藤
崎
川
柳
愛
好
会
」
な
る
会
を
四
人
で
作
り
ま
す
。
村

上
志
郎
（
シ
ロ
ー
）
井
利
葦
平
（
幸
雄
）
清
水
川
魚
（
稼
志
男
）

佐
藤
春
治
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
藤
崎
紫
柳
社
に
も
所
属
し
て

い
ま
し
た
。〝
若
気
〟
の
い
た
り
で
そ
の
四
人
で
「
ぽ
ぷ
ら
」

と
い
う
ガ
リ
版
刷
り
で
す
が
句
会
報
も
作
り
ま
し
た
。
会
費

は
月
三
十
円
を
集
め
、
句
会
は
各
々
の
家
を
持
ち
回
り
で
続

け
ま
し
た
が
、
句
会
報
「
ぽ
ぷ
ら
」
は
二
回
ほ
ど
で
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
自
分
達
の
仕
事
の
都
合
、
都
会

へ
の
就
職
し
た
人
も
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
ガ
リ
版
印
刷
「
ぽ

ぷ
ら
」
の
編
集
人
で
あ
る
井
利
葦
平
（
幸
雄
）
さ
ん
は
書
道

に
も
長
け
「
幸
洞
」
と
い
う
雅
号
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
紫

柳
社
八
十
周
年
記
念
誌
「
去
来
行
雲
」
の
題
字
も
彼
が
書
い

た
も
の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
仲
間

同
志
ま
た
月
一
度
に
句
会
を
開
く
こ
と
に
な
り
、
主
幹
は
一

葉
、
文
茶
、
幸
人
と
続
き
、
仲
間
も
次
第
に
増
え
て
い
き
ま

す
。
文
坊
、
み
つ
、
熒か

せ

ん川
、
藤
人
、
伝
蔵
、
朗
人
、
招
人
等

で
し
た
。
会
場
は
藤
崎
国
民
学
校
（
藤
崎
小
学
校
）
の
裁
縫

室
或
い
は
藤
崎
公
民
館
の
大
広
間
の
畳
の
あ
る
部
屋
で
し
た
。

訂
正　

前
号
の
中
に
誤
字
が
３
箇
所
あ
り
ま
し
た
。

　

①
千
葉
鉄
男
が
千
島
鉄
男
に
、
②
三
百
号
が
四
百
号
に
、

　
　

③
写
真
説
明
の
福×

井
が
藤
井
に
な
り
ま
す
。

先
回
か
ら
災
害
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
や
災
害
後
の
修

理
や
復
旧
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
続

き
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
災
害
の
起
こ
る
こ
と
を
想
定
し
、

村
々
で
必
要
と
さ
れ
る
出
費
を
考
え
て
置
く
べ
き
で
あ
る
と

い
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
肥
料
は
下
肥
・
馬
糞
・
馬
踏
草
・

干
鰯
な
ど
を
準
備
す
る
事
を
説
い
て
い
る
。

語
句
の
説
明

齟く
い    

齬ち
が
い     

水
路
の 

食
い
違
い
を
直　

　
　
　
　

  
し
水
量 

を
確
保
す
る
。

関
　
板 

　
堰
の
水
量
を
調
節
す
る

　
　
　
　

板
と
思
わ
れ
る
。

羽
　
口
　
土
堤
の
傾
斜
面
（
法の
り
め
ん面
）。

　
柵
し
が
ら
み  　

   

木
や
竹
を
用
い
て
堰

　
　
　
　

な
ど
を
補
強
す
る
柵さ
く

。

目
論
見
帳
　  

心
積
も
り
や
計
画
を

　
　
　
　
　

記
録
し
た
帳
簿
。

物も
の 

入い
り 　

 

物
品
購
入
の
費
用
、
出
費

　
　
　
　

な
ど
。

鳴
海
　
艸
人

片
陰
の
な
き
道
ま
す
ぐ
昼
散
歩

木
崎
　
道
子

枯
れ
葉
カ
ラ
カ
ラ
十
六
分
音
符
の
春

海
野
比
呂
子

宮
の
杜
ひ
と
き
わ
高
き
ゆ
り
若
葉

 

清
水
稼
志
男

距
離
伸
ば
す
紙
飛
行
機
な
り
松
み
ど
り

 

　
休
耕
田
し
て
、
～
二
年
連
続
の
凶
作
を
省
み
て
～

減
ら
し
た
る
一
町
歩
あ
ま
り
の
田
を
畑
に
変
え

　
　
　

林り
ん
ご檎
と
葡ぶ
ど
う萄
を
吾
植
ゑ
に
け
り

一
年
の
米
の
収
量
百
余
り

　
　
　

俵
犠
牲
に
し
つ
つ
八
年
経
に
け
り

田
仕
事
の
合
間
に
吾
は
畑
に
来
て

　
　
　

林
檎
と
葡
萄
の
手
入
れ
行
ふ

薬
剤
も
林
檎
と
葡
萄
異
な
れ
ば

　
　
　

散
布
す
る
に
も
手
間
が
掛
か
る
も

葡
萄
の
木
の
幹
に
穴
掘
り
虫
寄
る
を

　
　
　

防
ぎ
根
元
の
草
取
り
除
く

ア
メ
リ
カ
よ
り
新
種
の
葡
萄
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
の

　
　
　

苗
購あ
な
がひ

て
吾
が
畑
に
植
ふ

矮
性
の
林
檎
苗
ゆ
ゑ
枝
低
め
て

　
　
　

以
前
と
異
な
る
剪
定
を
す
る

葡
萄
の
粒
揃
へ
む
為
に
器
具
持
ち
て

　
　
　

小
粒
な
る
実
を
み
な
除
き
け
り

椋む
く
ど
り鳥

が
葡
萄
へ
来
る
を
防
が
む
と

　
　
　

大
網
を
張
る
畑
一
面
に

葡
萄
の
実
食
は
む
と
来
た
る
椋
鳥
ら

　
　
　

網
に
か
か
り
て
骸
む
く
ろ
を
残
す

日
照
り
無
く
冷
た
き
偏や

ま

せ
東
風
吹
き

　
　
　

稲
の
生
育
遅
れ
気
遣
ふ

豪
雨
降
り
出
水
に
低
き
田
の
稲
は

　
　
　

湖う
み

に
も
似
た
る
灌
水
に
遭
ふ

日
々
曇
り
穂
い
ず
る
と
こ
の
長
雨
に

　
　
　

花
咲
か
ざ
れ
ば
稲
穂
稔
ら
ず

雨
多
く
ひ
と
日
も
蝉せ
み

の
鳴
く
聞
か
ず

　
　
　

低
温
の
ま
ま
夏
過
ぎ
に
け
り

こ
の
夏
は
大
正
二
年
の
飢き
き
ん饉
よ
り

　
　
　

温
度
低
し
と
翁
お
き
な
ら
は
云
ふ

孕は
ら

ま
ざ
る
稲
穂
は
透
き
て
直
立
す

　
　
　

垂
穂
の
無
き
を
妻
と
嘆
か
ふ

昨
年
に
続
き
今
年
も
稲
も
出
来
悪
し

　
　
　

天
災
は
二
度
吾
ら
を
襲
ふ

扱
き
終
へ
て
脱
穀
す
れ
ば
屑
多
く

　
　
　

米
の
収
量
劣
り
て
嘆
く

実
の
成
れ
る
矮わ
い
か化

林
檎
樹
は
早
雪
を

　
　
　

か
ぶ
り
て
酷む

ご

く
枝
々
裂
け
ぬ

二
年
続
き
不
作
の
打だ
げ
き撃
身
に
沁
み
て

　
　
　

生く
ら
し活
切
り
詰
め
生
き
抜
か
む
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　

柏
木
堰　
（
佐
藤
多
次
郎
）

◇
◇
　
俳
　
句
　
◇
◇

 

◇
　
歯
　
な
　
し
　
の
　
話 

　

　
◇

110

先
輩
に
学
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　

旧
藤
崎
町
老
連
文
集
「
白
寿
」
か
ら

　
　
　
　
　
第
一
号 

昭
和  

57
年
度
　
環

　
古
文
書
に
学
ぶ
　
⑸

　
　
　
　
【
百
姓
往
来
絵
抄
】
江
戸
書
林
版 

⑤

　

川
柳
結
社「
藤
崎
紫
柳
社
」に
つ
い
て  

⑵

柵　（広辞苑）


